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宝くじの発売状況と宝くじ販売促進のための緊急対策について

　はじめに、このコロナ禍で大変ご多忙の中、本号の発行にあたり、執筆いただい
た皆様に心より感謝申し上げます。
　今回の特集は、「アフターコロナの移住・定住」として、新型コロナウイルス感染
症拡大を契機に、改めて地方への移住や二拠点居住への関心が高まっている中、山
梨県をはじめ、県内自治体等の取り組みについて紹介するとともに、臨時トピックス
として、県と市町村が一丸となって児童虐待の根絶を目指す、「児童虐待ゼロやま
なし共同宣言」の取り組みを掲載しました。
　また、協会たよりにおいて、令和 2 年度のサマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャ
ンボ宝くじの販売状況等報告いたしましたが、宝くじの販売促進について、引き続
き皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

編 集 後 記

Kazuya  Kasai 
河西 和哉さん

「若年層をターゲットとした市政戦略の推進へ」

 （ 中央市政策秘書課 市政戦略担当
    主幹）

　中央市の人口は自然減・社会減となっており、その速度は緩やかながらも減少を続けてきました。
　このままで将来にわたって活力あるまちを維持していけるのか。そんな危機感を抱きながら本市の
人口動態を分析し、分かったのは子育て世代である若年層の一貫した転出超過でした。若い世代が定
住先を探して市外へ出ていってしまう、といった状況が続いていたのです。
　それならば若い世代の市内定住を応援しよう、と現在実施しているのが「中央市若者世帯定住奨励
金事業」です。本事業は、市内の住宅購入の多くが未就学児や小中学生のお子さんがいる子育て世代
で占められていたことから、20代から30代の新築住宅の購入を支援することで、若年層の市内への定
住を加速化させようと始まりました。その結果、令和元年は20代と30代の社会増減を、長らく続いた転
出超過から転入超過へと転換させることができました。
　人口対策は、決して一朝一夕で評価できるものではありませんが、中央市に住みたいと思っていただ
けるまちづくりを目指して、今後も様々な人口対策に取り組みます。

のとき
ひと

委  員  長 山梨県市長会 事務局次長 村松　広幸
  
副委員長 甲 　 府 　 市  総務課主任 村松　雄太

委　　員 富 士 吉 田 市  企画課主任 西海枝雅和
 都 　 留 　 市  総務課主任 山本　理恵
 韮 　 崎 　 市  総合政策課副主査 西野　早紀
 南アルプス市 政策推進課副主査 塚原　あや
 身 　 延 　 町  企画政策課主査 内藤　伸一
 南 　 部 　 町  企画課主事 四條　将也
 昭 　 和 　 町  総務課主任 塩田　将大
 道 　 志 　 村  ふるさと振興課主任 杉本　　悠
 富士河口湖町 政策企画課主任 雨宮　恭平
 山 　 梨 　 県  市町村課主任 出羽　　豊
 山梨県町村会 振興課主事 山田　裕子

役職名　　　　　    団体名　　　　　　　    補職名　　　　　　　　      氏名　

市町村職員情報誌「やまなし自治の風」編集委員会

やまなし 36

市町村振興協会たより

　今号の振興協会たよりでは、令和2年度のサマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャンボ宝くじの発売状況と、今後も宝
くじによる収益を安定的に確保していくため、新規の若年層の購入促進による売り上げの増加や既存顧客を対象とした売
場の売上維持を図ることを目的に、全国自治宝くじ事務協議会において令和2年度から令和4年度の3カ年で実施されてお
ります、「宝くじ販売促進のための緊急対策」の、令和3年度の内容について紹介します。

1　宝くじの発売状況について
　本年度は、宝くじ販売促進のための緊急対策等をはじめ、新型コロナウイルス感染拡大に伴う「巣ごもり消費」が広がり、
インターネット購入が伸びる等の影響で、令和2年度のサマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャンボ宝くじの販売実績は、両
ジャンボともに次のとおり前年度を上回る結果となりました。
　・サマージャンボ宝くじ　	 約743億円	（前年度比10.37％増）	（山梨県　約5億28百万円、前年度比15.19％増）
　・ハロウィンジャンボ宝くじ	 約348億円	（前年度比		9.98％増）	（山梨県　約2億54百万円、前年度比11.60％増）
　本県は、各市町村におかれまして、広報活動や宝くじ臨時販売など宝くじ売り上げ増進に向け、様々な取り組みをいただき
ました。誠にありがとうございました。

２　令和３年度宝くじ販売促進のための緊急対策の内容について
（1）	若年層への販売促進策（予算額　約29億円）
　	 　ブランディング広告については、好評であった5人組を起用したCM等を継続し、若年層へ宝くじブランドイメージ

向上を訴求していくとともに、若年層に人気のあるスクラッチくじの当せん金率の引き上げを行います。（200円ス
クラッチ45％→47.5％、100円スクラッチ40％→48％に引き上げ）

（2）	インターネット販売促進策（予算額　約80億円）
　	 　令和元年度の宝くじ公式サイトでのインターネット販売実績（373億円、販売実績全体に対するシェア4.7％）及び宝く
じ公式サイト会員数（282万人）と、順調に増加しています。しかし、宝くじ公式サイトの会員登録者のうち、決済情報登録
数は、全体の約55％であることから、新規会員登録（決済情報登録）を、265万人を目標に促進していきます。

	 　また、販売実績等を踏まえた施策効果の検証を行い、より効率化を図りつつ、顧客還元を中心としたキャンペーン等を
引き続き展開していきます。

（3）	売場での販売促進策（予算額　約35億円）
　	 　地方を中心とした売場の廃止による既存顧客の剥落の抑止を課題として、販売実績等を踏まえた施策効果の検証

を行い、より効率化を図りつつ顧客還元を中心としたキャンペーン等を引き続き展開していきます。

３　「緊急対策」の実施に要する財源
　緊急対策財源は、通常経費の枠外で、時限での特別な財源対策を引き続き講じ、広報宣伝費等の既存経費の節減を図り、
ブランディング広告や当せん金率の引き上げに充当します。
　また、時効当せん金が本来顧客に還元されるべき資金であることを踏まえ、前々年度に納付された時効金相当額（令和 3
年度：約 144 億円）を上限に、当該年度の宝くじ予算における収益（見込）額から減額し、当せん金率の引き上げや顧客
還元を中心としたキャンペーン等に充当します。
　本協会でも、サマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャンボ宝くじの売上確保に向けて、各種ＰＲ活動に努めて参りますので、
各市町村におかれましても、魅力あるまちづくりのための貴重な財源である宝くじの販売促進に、引き続きご協力をいただけま
すようお願いいたします。

サマージャンボ宝くじ	 発売期間	7月13日(火) ～	 8月	13日	(金)
ハロウィンジャンボ宝くじ	 発売期間	9月22日(水) ～	10月	22日	(金)令和3年度

ご当地クーちゃん
山梨県
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